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評価規準って
どうやって立てるもの？
～基本的な評価規準の立て方の紹介～

令和4年7月12日（火） 全校研究①

今回の研修では、主にシラバスで設定している

観点別評価規準について考えていきます。

シラバス
（評価規準）

学習指導要領

各教科・各段階の育成すべき資質・能力を柱に

今年度のシラバス・評価規準を設定し、

授業を進めてきて、

早くも1学期が終わろうとしていますね。

夏休み中に

1学期の授業や子どもたちの成長

を振り返っておきたいですよね。

そこで活用したいのが、
シラバスで設定した評価規準！

なんだろうけど…

そもそも、年度末や年度初めに

苦しいながら設定した評価規準、

あれでいいのかな…

そうそう！
イマイチ何がどの観点とか分からないし、

そもそもなんで三つも考えなきゃ
いけないの？！

では、どうして『観点別』に『三つも』評価規準を

設定しなければならないのかを確認していきましょう！

はい！
学習指導要領

知識及び技能

思考力、判断力、表現力等

学びに向かう力、人間性等

学習指導要領では、知・徳・体にわたる「生きる力」を育むために、

全ての教科等の目標及び内容を育成すべき資質・能力の三つの柱で

再整理されています。

三つの資質・能力

知識及び技能

思考、判断力、表現力等

学びに向かう力、人間性等

三つの資質・能力観点別学習状況評価の観点

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

その資質・能力の三つの柱での再整理を踏まえて、観点別学習状況の

評価についても、各教科を通じて３観点に整理されました。

学習指導要領で

目標や内容が三つの資質・能力で示されたから、

評価規準も３観点になった

ってことでしょうか？

なんとなーくわかりましたが、

三つに分けて良いことって

あるんでしょうか？

三つの資質・能力での目標設定や

３観点で評価規準を設定することの意義を

料理を例えにみていきましょう！
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みーんな思ってる、その疑問に

ふわっとイメージでお答えします～

※あくまでイメージです。

がんばって料理をしました。

食べてもらいました。
食べた人の反応は・・・？

※あくまでイメージです。

おいしいね！

また食べたい！

食べた人の反応は・・・？

※あくまでイメージです。

・・・イマイチだね・・・

う～ん
2点

※あくまでイメージです。

そんな風に言われたら、どうでしょう？
どうして、ショックを受けたり、

やる気がなくなったりするのでしょう？

どう言ってもらえたら、

よかったのでしょうか？

※あくまでイメージです。家庭科とは関係ありません。

全体の感想（評価）を言うだけでは、

伝えきれないことがあります。
具体的に項目に分けて伝えてみましょう。

①栄養
②味
③盛り付け

具体的に項目に分けて伝えてみましょう。

①栄養

栄養バランスがとれてるね。

※あくまでイメージです。家庭科とは関係ありません。

具体的に項目に分けて伝えてみましょう。

②味

ソースの味が少し濃いね。
もう少し薄いほうが好き。

※あくまでイメージです。家庭科とは関係ありません。

具体的に項目に分けて伝えてみましょう。

③盛り付け

彩が良いから、食欲が増す
ね。

※あくまでイメージです。家庭科とは関係ありません。

こんな風に具体的に伝えてもらえれば…

※あくまでイメージです。
『グルメ番組でもないのに事細かに批評される方が腹立たしい』というご意見もあるかと

思いますが、これはあくまで観点別学習状況の評価の例え話です。

バランスや盛り付けは◎！
次は、少し薄めに味付けをすれ

ばればいいのね！
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何が良くて、どこが課題だったのか、

次はどのようにすれば良いのかが、見えてきます。

そしてそれが

次の学習のめあてとなり、意欲につながります。

教師にとっては、生徒一人一人の学習状況を

分析的に捉えることができ、指導の改善に

生かすことができるようになります。

観点別学習状況の評価の意義 具体的な項目に分けて、

児童生徒の成長や学習の状況を捉えていくのって、

とても大切なんですね。

じゃあ早速シラバスの評価規準を

見直してみようかな。

まずは「知識・技能」でしょ。

えっと～…

もしかして…

『知識・技能』

『思考・判断・表現』

『主体的に学習に取り組む態度』

このワードから連想して、

評価規準をゼロから考えようと

していませんか？

特別支援学校小学部・中学部
学習評価参考資料

(令和2年4月文部科学省)

この資料には、

各教科の各段階ごとの

観点の趣旨と

評価規準の設定の仕方

について示されています。

評価規準を考える際には、

まず該当する教科・段階の観点の趣旨を

確認することが大切です。

この時点で、シラバスに記載している評価規準が

既に各観点の趣旨から外れていることが

あるかもしれません。

確認してみてくださいね。

そもそも評価規準とはどのようなものか

ご存知でしょうか？

評価規準とは、観点別学習状況の評価を

的確に行うためのもので、

学習指導要領に示す目標の実現状況を

判断するためのものになります。

※ちなみに『評価規準』（成長の姿として文章表記したもの）と『評価基準』（評価

規準に対して習得状況の程度を示すための指標）は異なるものです。変換ミスにご注意を。

学習指導要領の「（２）内容」の記載はそのまま

目標となりえる。

「（２）内容」の記載事項の文末を

「～すること」から「～している」と示すことで

評価規準として作成することができる。

このため、「学習評価参考資料」には、

目標や評価規準の設定の仕方について、

以下のように示されています。
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柱書

知識及び技能

思考力、判断
力、表現力等

学びに向かう
力、人間性等

学習指導要領
中学部保健体育科教科目標 学習指導要領

中学部保健体育科1段階目標

知識及び技能

思考力、判断
力、表現力等

学びに向かう
力、人間性等

A 体つくり運動

B 機械運動

C 陸上運動

D 水泳運動

E 球技

F 武道

G ダンス

H 保健

1段階・２段階

中学部保健体育科の内容は、二つの段階において、

体育分野として７領域，保健分野として１領域で示されています。

学習指導要領
中学部保健体育科 1段階 内容 E球技

知識及び技能

思考力、判断
力、表現力等

学びに向かう
力、人間性等

※小学部体育科、中学部・高等部保健体育科の（体育分野）には、

「学びに向かう力、人間性等」にあたる内容が示されている。

知識及び技能
思考力、判断力、
表現力等

学びに向かう力、
人間性等

実際シラバス様式１でも、「学びに向かう力、人間性等」の

欄があります。これは他の教科には無かったですよね。

※中学部・高等部職業・家庭科（職業分野）にも「学びに向かう力、人間性等」の欄があります。

では、上記を基に、基本的な評価規準（内容のまと

まりごとの評価規準）の例を見てみましょう。

「（２）内容」の記載事項の文末を

「～すること」から「～している」と示すことで

評価規準として作成することができる。

中学部保健体育科 1段階 内容 E球技

知識及び技能

（内容のまとまりごとの評価規準例）

（知識）球技の楽しさや喜びに触れ、
その行いが分かっている。

（技能）基本的な動きや技能を身に付けている。

知識

技能

中学部保健体育科 1段階 内容 E球技

（内容のまとまりごとの評価規準例）

競技についての自分の課題を見付け、
その解決のための活動を考えたり、工夫したりしている。

考えたり、工夫したりしたことを他者に伝えている。

思考力、判断力、表現力等

思考
判断

表現

中学部保健体育科 1段階 内容 E球技

（内容のまとまりごとの評価規準例）

球技に進んで取り組み、きまりや簡単なルールを守り、
友達と協力したり、場や用具の安全に留意したりし、
最後まで楽しく運動をしようとしている。

学びに向かう力、人間性等

主体的に学習
に取り組む

態度
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学習指導要領

知識及び技能

思考力、判断力、表現力等

学びに向かう力、人間性等

資質・能力の三つの柱

何を理解しているか、何ができるか

理解していること・できることを
どう使うか

どのように社会・世界と関わり、
よりよい人生を送るか

例えば、教科によって今回はこんな違いがありしたね。

〇「学びに向かう力、人間性等」について

学習指導要領の内容には示されていない教科が

ほとんど。

〇「思考・判断」と「表現」の評価規準が明確に

分かれている教科がある。 など。

各教科の指導を通してどのような資質・能力を目指すの

か明確にする必要がある。

資質・能力や観点名のイメージだけで一律で捉えるので

はなく、教科の特質や違いを確認することが大切。

このように、

教科によって異なる部分があるため、

目標や評価規準を設定する際には、

必ず、学習指導要領や学習指導要領解説で

教科目標や段階の目標、内容とその解説、

評価の観点の趣旨などを確認することが大切です。

そして、基本的な評価規準（内容のまとまりご

との評価規準）を作成した上で、

単元・題材の目標に沿った具体的な評価規準を

設定していけるといいですね。

評価規準作成のポイント
では、クイズです！

配布資料に書き込んでみてね！

【共通問題】

体育科単元「ゴール型ゲーム（タグラグ

ビー）」の評価規準とあてはまる観点とを

線で結んでください。

思考
判断

表現

主体的に学習
に取り組む

態度

知識

技能

タグラグビーの行い方について、
言ったり書いたりしている。

ボールを持ったときにゴールに体を向けている。

パスを出したり、ゴールにボールを持ち込んだ
りするときの工夫を友達に伝えている。

攻めを行いやすいようにするなどの
規則を選んでいる。

ゲームの勝敗を受け入れようとしている。

【共通問題】体育科 単元「ゴール型ゲーム（タグラグビー）」

あと

2分

3観点だから、選択肢が三つかと思ったら、

体育科だから、

「知識」「技能」「思考・判断」「表現」

「主体的に学びに向かう態度」の

５つに分かれていましたね～！

ちょっとややこしかったですね！

さぁ、答えは…？！

思考
判断

表現

主体的に学習
に取り組む

態度

知識

技能

タグラグビーの行い方について、
言ったり書いたりしている。

ボールを持ったときにゴールに体を向けている。

パスを出したり、ゴールにボールを持ち込んだ
りするときの工夫を友達に伝えている。

攻めを行いやすいようにするなどの規則を選ん
でいる。

ゲームの勝敗を受け入れようとしている。

【共通問題】体育科 単元「ゴール型ゲーム（タグラグビー）」

【選択問題Ａ】

国語科 単元「夏休みの思い出を報告しよう」の

評価規準とあてはまる観点とを線で結んでください。

【選択問題B】

図画工作科 題材「ひらいたはこから」の

評価規準とあてはまる観点とを線で結んでください。

次は、選択問題！

配布資料にある【問題Ａ】または【問題Ｂ】

を選んで考えてみてね！
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思考
判断
表現

主体的に学習
に取り組む

態度

知識
技能

「話すこと・聞くこと」において、相手に伝わ
るように、行動したことや経験したことに基づ
いて、話す事柄の順序を考えている。

身近なことを表す語句の量を増やし、話の中で
使っているとともに、語彙を豊かにしている。

進んで、相手に伝わるように話す事柄の順序を
考え、学習の見通しをもって報告しようとして
いる。

【選択問題Ａ】国語科単元「夏休みの思い出を報告しよう」

※当該単元で指導する一領域を「（領域名）において」と明記する。

思考
判断
表現

主体的に学習
に取り組む

態度

知識

技能

自分の感覚や行為を通して、形や色などに気付
いている。

楽しく開いた箱を見て想像したことを絵に表す
学習活動に取り組もうとしている。

好きな形や色を選んだり、いろいろな形や色を
考えたりしながら、どのように表すかについて
考えている。

カラーペンやクレヨンなどに慣れると共に手や
体全体の感覚などを働かせ、表したいことを基
に表し方を工夫して表している。

【選択問題B】図画工作科 題材「ひらいたはこから」

図画工作科は

「知識」と「技能」に

観点が分かれていましたね！！

本当に教科によって

様々なんですね～！！

国語科は３観点ででしたね！

しかも「思考・判断・表現」の評価規準では、

指導する一領域を「（領域名）において」と

明記しないといけないみたいですね！

おしまい。


